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保育園・認定こども園・地域型保育事業の利用定員の確認について 

 

１ 概要 

  平成２７年４月１日から本格施行となる子ども・子育て支援新制度においては、市が特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業者に対して給付費の支給を行うこととなっており、施設及び事業者が

その支給を受けるために、市から利用定員を含めた内容について確認を受ける必要があります。 

  利用定員の確認に当たっては、子ども・子育て支援法第３１条第１項及び第４３条第３項の規定に

より子ども・子育て会議の意見を聴かなければならないとされていることから、那須塩原市子ども・

子育て会議の委員の意見を聴取するものです。 

 

２ 利用定員の設定について 

  利用定員の設定に当たっては、各施設の認可定員を上限とし、原則として認可定員と同じ定員数で

設定することになりますが、実際の入所児童数が認可定員を下回る施設については、利用定員を認可

定員よりも少ない人数で設定することが可能です。 

  今回、確認する利用定員は、私立施設に関しては、市から支給される給費の単価計算にも使用する

ことになります。給付費の単価は国が示す公定価格に基づいて計算することになりますが、定員が大

きくなればなるほど給付費の単価が下がるため、実入所児童数が認可定員を下回る施設については、

安定した施設の運営のために実際の入所児童数に即した利用定員を設定する必要があります。 

 

３ 各施設の利用定員について 

⑴保育園 

・保育園については、これまでも待機児童や入園待ち児童の解消のため、認可定員を超過して児童

の受け入れを行っており、平成２７年度についてもほとんどの園で認可定員を超過しての受入れ

となるため、利用定員は認可定員と同じ人数で設定しています。 

・ただし、塩原温泉地区に所在する塩原保育園については、認可定員が４０名であるのに対して、

平成２７年度の入所予定児童数が２６名と、認可定員を大きく下回ることから利用定員を３０名

に設定しています。 

公/私 施設名 所在地 

利用定員 

認可定員 
２号認定 

３号認定 
合計 

０歳児 1・2 歳児 

公立 さくら保育園 桜町 1-9 59 6 25 90 90 

公立 ひがしなす保育園 東小屋 189 76 8 36 120 120 

公立 たかはやし保育園 箭坪 353-14 59 4 27 90 90 

公立 なべかけ保育園 鍋掛 539 43 4 13 60 60 

公立 わかば保育園 若葉町 9-21 80 4 36 120 120 

公立 とようら保育園 東豊浦 18 51 3 36 90 90 

公立 いなむら保育園 埼玉 6-1165 82 4 34 120 120 

公立 さきたま保育園 埼玉 100 82 6 32 120 120 

公立 永田保育園 下永田 4-1341 71 10 39 120 120 
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公立 三島保育園 三島 4-30 61 6 33 100 100 

公立 南保育園 一区町 287 61 8 31 100 100 

公立 大貫保育園 上大貫 2077-7 30 8 22 60 60 

私立 友里かご保育園 豊浦 12-209 29 5 26 60 60 

私立 ひばりヶ丘保育園 埼玉 370-5 47 8 35 90 90 

私立 コメット保育園 黒磯 6-44 61 5 24 90 90 

私立 ゆたか保育園 新緑町 92-280 74 9 37 120 120 

私立 ほし保育園 東赤田 343-158 49 11 30 90 90 

私立 こひつじ保育園 西大和 6-5 30 7 23 60 60 

私立 東保育園 南郷屋 2-149 56 10 34 100 100 

私立 西保育園 四区町 662 55 9 26 90 90 

私立 塩原保育園 塩原 2541 17 2 11 30 40 

私立 ひまわり保育園 関谷 1173-1 63 2 25 90 90 

 

⑵幼稚園 

公/私 施設名 所在地 
利用定員 

認可定員 
１号認定 合計 

公立 塩原幼稚園 塩原 631-4 10 10 100 

 

⑶認定こども園（すべて幼保連携型認定こども園） 

・平成２６年度現在で、那須塩原市内には９つの私立幼稚園がありますが、このうち以下の５つの

幼稚園が平成２７年度から幼保連携型認定こども園に移行した上で、子ども・子育て支援新制度

における給付費の対象施設として確認を受けることになります。 

・それ以外の４つの幼稚園（黒磯幼稚園、西那須野幼稚園、すぎのこ三島幼稚園、第二ひかり幼稚

園）は、現在のところ平成２７年度については、子ども・子育て支援新制度における給付費では

なく、従来の文部科学省所管の私学助成により運営を行うことになります。 

・認定こども園については、主に１号認定子ども（※幼稚園児に相当）の入園児童数が認可定員を

下回ることから、実際の入園児童数に即した利用定員を設定しています。 

公/私 施設名 所在地 

利用定員 
認可 

定員 １号認定 ２号認定 
３号認定 

合計 
０歳児 1・2 歳児 

私立 
虹ヶ丘 

認定こども園 
黒磯 6-38 77 25 9 36 147 162 

私立 
認定あけぼの 

こども園 
上厚崎523-3 115 36 6 23 180 199 

私立 
認定こども園 

マロニエ幼稚園 
埼玉 8-478 100 32 2 35 169 187 

私立 
黒磯いずみ幼稚園 

認定こども園 
島方 451-33 127 33 0 0 160 245 
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私立 
すぎのこ幼稚園 

認定こども園 
扇町 3-30 80 10 0 0 90 125 

 

⑷地域型保育事業 

 ・地域型保育事業については、保育の受け皿になる施設であるため、市の待機児童及び入園待ち児

童の人数が依然多いことを踏まえ、認可定員と同じ人数で設定しています。 

（小規模保育事業） 

公/

私 
施設名 所在地 

利用定員 
認可 

定員 
３号認定 

合計 
０歳児 1・2 歳児 

私立 創造の森 高林 328-2 １ １１ 12 12 

私立 みるく保育園 小結 200-48 ４ ８ 12 12 

私立 たけのこキッズハウス 上厚崎 444-53 ３ １６ 19 19 

私立 こども館くれよんぴーす 五軒町 5-2 ５ ７ 12 12 

私立 ベリーズ保育園 一区町 300-9 ６ １３ 19 19 

私立 
ちびっこランドアクアス

西那須野園 

西大和 1-8 
３ １６ 19 

19 

私立 ひかり みどり保育園 緑 1-8 ６ １３ 19 19 

（家庭的保育事業） 

公/私 施設名 所在地 

利用定員 
認可 

定員 
３号認定 

合計 
０歳児 1・2 歳児 

私立 小さな託児園りとるぐゥ 鍋掛 1087-1285 2 3 5 5 

 

 

４ 平成２７年度保育認定子どもの定員枠について 

  保育認定（２号・３号認定）の子どもについては、平成２７年度から認定こども園が５園、地域

型保育事業所が８園開設されることと、既存保育園の定員増により、平成２６年度と比較して定員

が増加しています。 

平成２６年度 定員（認可定員） 

保育園２２園 １，９８０人 

  ⇓ 

平成２７年度 定員（利用定員） 備考 

保育園２２園 ２，０１０人 
コメット保育園１０名増、永田保育園３０名増、 

塩原保育園１０減 

認定こども園５園   ２４７人 ２号・３号認定の利用定員の合計 

地域型保育８園 １１７人  

合計 ２，３７４人 平成２６年度と比較して３９４人増 
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５ 平成２７年度保育園等の入園申込状況について 

  市では、平成２６年１０月から平成２７年３月にかけて、保育認定を希望する子どもについて計４

回の選考を実施しました。 

  各選考における申込者数等は以下のとおりです。なお、人数は延べ人数です（例えば、第１回選考

で不承諾となったお子さんは、第２回以降の選考で再度選考を行うため、第２回の申込者数等に含ま

れています）。 

回数 申込期間 申込者数 入園決定者数 不承諾者数 

第 1 回 
平成２６年１０月１日 

～１０月３１日 
５２３ ４３７ ８６ 

第２回 
平成２６年１１月４日 

～１２月２６日 
１６３ ９５ ６８ 

第３回 
平成２７年１月５日 

～１月３０日 
１４５ ６９ ７６ 

第４回(※注) 
平成２７年３月２日 

～３月１０日 
３０ ２１ ９ 

 ⇒第４回選考後の最終的な入園決定児童数……６２２名（※平成２６年度は５１９名） 

 ⇒第４回選考後の最終的な入園待ち児童数………６８名（※平成２６年度は１２８名） 

   ・入園待ち児童数には、第１希望のみで入園を申し込んでいるお子さんが含まれています。第２

希望以下で受入可能な施設を希望する場合には、入園待ち児童は現在よりも解消される見込み

です。 

   ・また、保育園では、これまで行ってきた定員を超過しての受入れる児童数を抑え、定員の弾力

化の軽減を進めています。 

 ※注：第４回選考については、第３回選考終了後になお受入枠が残っている施設（主に認定こども園

と地域型保育事業所）のみを対象に、臨時で実施したものです。 


